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報告内容

1. J-FAR実証試験の目的
～自動車リサイクル法インセンティブ制度へ対応

2. J-FAR実証試験の体制、協力業者

3. 自動車からのガラス回収

4. 自動車ガラスリサイクルの採算性

5. 今後の課題と板硝子協会のアクション
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J-FAR実証試験の目的
    ～自動車リサイクル法インセンティブ制度へ対応

J-FAR; Japan Foundation for Advanced Auto Recycling 公益財団法人 自動車リサイクル高度化財団

ELV; End-of-Life Vehicle 廃車
ASR; Automobile Shredder Residue 自動車シュレッダーダスト、廃車から鉄やその他金属を回収した後に残る廃棄物

廃車のガラス処理の現状 自動車ガラスリサイクルの目指す姿

2026年4月
自動車リサイクル法
プラスティック、ガラス部材
インセンティブ制度＊開始

ガラス取り外し ガラス取り外し

＊自動車所有者から徴収された費用が、
回収リサイクルする解体業者等の費
用負担に支払われる制度

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料

https://j-far.or.jp/
https://j-far.or.jp/
https://j-far.or.jp/
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実証試験事業実施体制

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料



一般社団法人 板硝子協会 5

解体業者でのガラスの取り外し

解体業者様の
ご協力で、
異物の混入は、
ほぼ許容範囲内

カレット業者様の
ご協力で、
中間膜の混入は、
200ppm台と
100ppm以下まで
あと一歩

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料
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ガラスの分別

分類 部位 分別基準

1 フロントガラス

2

サイド
ガラス

無色

3 グリーン

4 グリーン(UV カット)

5

濃色グレー

国内メーカーA

6 国内メーカーN

7 国内メーカーC

8 海外メーカー

9 リア
ガラス

防曇熱線銀プリント有り

10 防曇熱線銀プリント無し

中間膜分離必要

レアアース含有

  着色剤高濃度
各社で成分違い

金属銀による設備劣化

分類 部位 分別基準

1 フロントガラス

2

サイド
ガラス

無色

グリーン

3 グリーン(UV カット)

4

濃色グレー

A

N

C

海外メーカー

リア
ガラス

銀プリント有り

銀プリント無し

こんなに細かく分別
していられない！

【現在提案中の分別案】
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J-FAR実証試験から得られたガラスリサイクル採算性
建築用板ガラス製造工場への輸送を想定した採算性が見込まれる地域

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料
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J-FAR実証試験から得られたガラスリサイクル採算性
板ガラスリサイクルの採算性試算における前提とシナリオモデル

試算における前提

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料
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J-FAR実証試験から得られたガラスリサイクル採算性

シナリオA；ドアガラスだけ シナリオB；全周囲ガラスだが微粉除く シナリオC；微粉含め全周囲ガラス

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料



一般社団法人 板硝子協会 10

J-FAR実証試験で見えた課題と必要な対応

出典: 公益財団法人自動車リサイクル高度化財団2025年度事業報告会資料
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ELVガラスリサイクルに対する板硝子協会の2026年度方針

板硝子協会は、ELVガラスのリサイクル促進を目指し、下記の方針を設定

（１）板ガラスリサイクル・再資源化部会に専任組織として「ELVガラスリサイクル分科会」を新設する。

（２）重点課題として

① フロントガラスがインセンティブ制度の対象となるよう回収処理方法の改善を進める

② コンソーシアムを構築推進し、ガラス取り扱いの拡大をめざし、収益性の改善策を推進すると共に、

• ELVガラス回収への働きかける

を実施する。
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ご清聴ありがとうございました。
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